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エ丈僅玉の 媒 抑 ;一いzfI七lンBtび氏妄文

は爪石で3'もmウ.それにけI■ろq■の箕島ま多くの

人妻に=つて一曲 'J 成されて軒l,事才等DIテった

瑞 も鞄とそILを玉汝LJ=斗なもDである.し土.L発

点きIiてF7ろ書くのけかD*I=はき各等が行って再頚

tiに乏LL･tのももり.又等ip:ミねこ足りTLいために

SES心内のはらつきを一つD蛋負として暇 されてな

るJS令ももちtIに怒われろ.11下述べろことは火星に

会誌等にや表された★缶苛にetき榊 が鵜 を捷還
してf9た鳥モでもろ.･lHニー亡弟恵等のAIf!う顎って昏

ないとJ取ちなt故.樹 DE放列を仰ぐ兼好であ

る｡

(I t管の感応扶SE
l

町 のQ埋ノJの-XJt法として盛一弛 :あI),頚

14)hき..紗E曲tlにて苅h盲iLて切
る｡この畑 法にitL･て(._火宅は全丑
にて釣に･.-TA,れ たが同即 すして見

る｡信書の柵 :如('lなる較片とT=つ 守

て7Fl肘 rろか7'L見引こ,之7'L措軌こt 4I

受けた瑚行は扱片の分布の状況と同時L=桝 に呈Liじた
孔の大ILさと杓の析触状怨に上 L).取L.1のけつ⊂mる

エT･JL,+A-を滋W tJLこ比収することがrll来る.,ZA!額し

て見1tl土等旬にIrろ輔に軌片の分瀬は全く不収則ごあ

LJ,又牧部は少出の一班な小読片とはならrに,必ず
】ナ3531掛倒の大きな由けが非常lL-m lt･矧 11Lて居
ら .こか冬の助けが.相 好かyE翁では 1瀬の棚 に於

いて 2mmの蚊帳なけ招いてkrIl).6JJこに於いて 10

mm の柵 を･打招いてhlろ｡そして この;45ilにては

煤繋包は百倍の転相 にて屯出されるとは勿i考えら

れ小 ･故,掛 i~の食中に喋ってG:増さ)しろ訳でもろ｡

油 的J=耕 し6サ田野S･払う.百官■上の折柄の殉

漣の成7iを式iLl=姓.2tTnでは '4.h では 5,

4亡ml･LZ.亡.kTTlではf/Aの成牙を京した｡Cr,J苛
博の冊 に上る内助-.故百に-3ぎす.馬か ▲ら考え

てもitSだこのPLEfの跡二･iaぎたい.焦ってiE辻が任舌1

32nmのせ祖のJl繋也にてJS慈父iLf_.1行うことは,ち

顎LF!'こ7kんでいろ泣けか令やする琵事5刊 3Lであり.
文ろ荘tに放け>_r･J僻 を虫すろことはZ!>kを淳==JE

いものと考えちitろ｡榊 の夷tでは壬 15cznのBEi

包1,fn .ユ発の均事に払 .て反.所期.EnTィ,-t
讃jE.- ◆ y-yシを鼓恥 :e中･Tろまて呪 よく東

浜をgEiして放て胡 させてP;ち.そして菜塩喝 を

見ILは容易1こ解る拝 に鼓片はFにim .こ払 .てこれ

等Z)届先と足技するだけの･Lf･A+I-を持ってF:-ちこ

とカiiEZi'!出来ろ｡以上のuにこのこq恥'.'LJしろ法要D

射側 のtSRを7F'L,<て野ろ汁であり,怠納

と云im 'こ脚 を持つものである.幼好†お力芝の誌
等D持って居るlt･Lイ ーはJEtにItべ.空合ヽこ小さ

いことは蒜転宅q'_,兄か一三苛 み こ書る.

(2) ℡管の任漣に溌けち完4雀

珊 ;漬†雌 A:雌 (-)B20C)に於いてLr･津r

f,…慧 讐 芸三芸 議 iL& CiAtrkW芸警

てGtる｡この坤合如何なるfl腎と川ヽlCzH+A不明でi,
(J

ろが,対 等の焚AでE..蓬栄の下EhI勺Tm 工栗田冊 三

桁と申ぼ成魚を且する.柵 冊のd凸 (飼えばこ屯的

世式)によっては完ぼするので,この維且'J;脚土TT幣

34iLJhに於いてm池上何噂か多巧になるのではないかと

考えられる.

(3) 『甘止蛾力が励堆能に及はす影響

横井は何廿の短増力が不光分の吟行はJl･LbEや不JBl二

位ることは畑知の椴 'Cあろ｡しかし丘旬に屯煤力が

)･きくなれはそJuこ比例して耶-n'也ED掛蟻掛 稚 大1ヽl
するか否bLlこ臥 .ては必.rLもFJi:肘肋制 作されて

A.!ないoz)･上与に乏呼の枯射 t刈ってmろが,恥古称

が印雌及び爪Tイな拭ftとしてnJ汲UL6+,Lのエ粟JlJ

芯℡ (=裸I～作)に軌 ･てFn'DAの和煙苛kを行った

メ.この脚 !を推計学的1=勿 すると95'_'比上の持

乎1,1止てJや.6451)r;](こ出版道に妊I.てIl苦T=正l･L_

認められなさ.った.夫に玩朗に払 ･ては?:のt[T=葵祭

を庁つT=｡昏 ち,(イ)6切 野をgF一馬也に甘亘に紫

Elした助命と.(E･)6号打甘を酢{5tl上I)20cmfP

して雷管の鵬 の故4'-にてセqした齢 .1二卦 ･て五

行してF'm Rをrヽ ･茨 目り如き珪書を,1;してE･る,
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式中のヒケは陀 -_舶 B 折 ■'JLVした由よ を

):.･してht,-J.こT'18分 .･ は市-Eu■三で甘乃鼓片

T,ふて岨q:･1して野ろ土･ちその七gLlJ.-_井官に小さい

に経ち-Ti1､とIJL'9-.甘酢 モボして替る.衣.こ

ti▲これ ;L{7t-'E3わざ成Fを.I;して懸る.
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Df.書ヱqkさ1ろばに伝･7托4tJT,完性比 ､滋血 .

lltより ii5符 7-tu折紙 でI.lJ.3t■中にI叫 には

15-1tJmJ)Rgtl=1-～L甘｢ろこともiJろbヽ これは頓

fEの斗rntt3i'=机 ナ7.†のではなくて=棚

によっ こむったくのと考えち41.,N恥 こIJl_如くIS倍

も･.,36Lkr(芦Jri不明であろ9･)は獅 亨の蛾 で

はLb女つたことは熟 ･.Jtに18拘7.日こ上れほ等火俺=)
火W tに上って.I,℡甘D也尽J15･見つて架て苑地 ;

農製を･1.T揺公を打て居ろ'.･.tr甘nJZd怪力に上も1-A

JLtの掛 'LAIIlすことさへ笛Aで小 ･qlこ符火RD

火幻JiL=よっ こ甘甘み巳13ノJ.こZ!九と甘 Tろことは考

えちILT=い.Lt姐で泣■すく3こと-ごl:jaではB℡ズ

Jtとし~LZ凧のrL;fJi8RJ'L行ってQ.tて刑 1b二宮;こ臣

R十･1ことでもろJt.,弧A.好の比平やEZ3さ.tZ井伏

LP.旭tlLrJ稚さ守招◆の肋凹や怖持lニ上って同L;比好

でi,I)I-5･ら殉IEh:常にLfちついてIitてその範凶が非

常に払いと云うことCもろ.従って杓尽姥を以て迎件

のエW t肺 やのhl岨力の最知を淡めろことLt弼lyL問

加でfJちと増えらLLろ｡At位に6iJt.8rlのZ!矧こ音(

いこく市 rT_ty句につき耗旺棚 を行って見た5:,節

L13にT_■'.'{1.r.=.つLCL1-Lこl】事LIL:してQil･'L L ･

4 稚JJ牌 に漉けるt管のJZ書

T..牡it■にJ!けち77甘7)2ifi=Btt･ての稚Njlも

ろOこの買P'Cl三gt=弔tZに叫1そZ雌 のエ丑dt羊i･

川▲･{缶廿に上1.fL岨糠 'L子ナつて府,-}土'L.(IJにif

-たb くこの柵 ▲まB印 -･かい+ろ正平のMydて3'
I).Jirtlの批●fは文脈 ■及び不弁.… を讃わ十も

{)ではT=1.と稚九ろ｡IXに*通の械 三棚 .こYZ,いて市

一%tlの玉JLう:TLk L'JTにTzちと前群の抑 功 L

ちとま(べて(.I)ろb:.ヱ額等J)有れでは3ZrnJ3.-%どC3

盗tにても℡稚 許の邑片2)捗Tは''Lt.EDちこの椎

骨ではEgZにてI-25'ELni.1下に1=ちと甘書の脚 か

栽 われろともろう:.S:ホ77)茶牧では5nm以下では

甘味の故片う二重q7)PZT･と,たらこiでもも5･.11加

札上'-=たれほそ.'IJJN lま且らLしたい｡これは市=告也

の旺ZZに舟板セ■いてElけTJGlをAIu三
朝 出束らし 又欄 .こ7服 して見ても =享 ≡∃

繋ろことDJJJ搾 ろ.又 J･0の中台･三百 ( :

℡書体QTJ斗今上ウfT,.甘ZE■b-JJ､さLI_71三

毛胤 ･■事故に上〇m甘さLLちと3iFIして位ろ

士こ.irR等D棚 では I-Oの中合3)で雅 壬EBBけ
らA牡状況は℡甘中経のせ',,-と全くRL:てちB.走っ
てこのJ8分のF:くBLま破けの色やに光正=･IL7..8f,岐

Ill.三石宇正にて血通されても取'Jtされろことは*いと

考えられろ.

＼5ノ 7Z粍tlに対すも考だ

… 刀災色JJi一軒 でももたらlA_L棚 一二EF｢る1

我.ミその考iを故紙 に(上たけれl三1=ら1=しことLこ

I.=ろ.し土･しこのdt軌 土市=ftlこへ ◆ y-′ニ1_,MI
いた韓gLtb茶我であり,榊 ミニのyE■'_,階｢i
くtiA:くふたか女の34&l=才こナdlL桟製を何て軒Jl.

駅 虫ほ帯二gEtlには巴て-◆y-yンS:剛い ､一行つ
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ll上の雌 でyiJ,4.5.(._砂J,l=於けち柵 で･.'I),

炎61三IIlLの式辞でもろ,又&5ほ印=弘也･-JPSiiは

也煉 .こて書aiの他 にて包んたり令でL'･1- J,i67)

C:市二男GLの筋 はBMの句会てもろ.
111.の抜茶を見ろに苅3.4にては､◆y-''三ZJ-iE

い7EtIに兄つIC不glqIに芥:ましてP!ち1ニト :選好J)
工も9千には見られ1=い変異でもろ'何故にこ-3B.こ

T.･す方Pb'･St･5･lこ払 ･て(A_へ◆y-1i;こnn'に疑
JAr_･性玉でもろ7)で,そLtが江連甜凹してD?=Jf話は

=4cF.に六んで尖ろ砂の世子等により包増され7.の':I

に'Lいかと考えられろ.素5にて妨=芳也t_,繋h技Lこ

てuん1こJuL.･.ir'lLm fiLA:ずつと拭くf=I).地雷且ら

)しろ1;)は嘘Cは .託して戊ろ.これは砂等の=氷れ田子

7)･耶td掛 こよl).その礼帽 TEを朝めL'れ,'dW l111:二Ⅰ.
として軌跡 こJJかろためと考えられち｡粥6のtJl'しの

吟行にもGjU7)ばらつきに見られ1.秒J･Fr3瓜二於い

て乃れすら砂ま丁梢L5!のばらつきに抄守を縛り･Tではf=

いかと考えらLLろ.

llL.の棚 史上l)見て顎誘導は捷r'雌 に牧内T_,!苧

->b6°であり.この程魚は一･一暮王銃にLF任し七､.もJ)と

.8上ろ`q)ち六鮒 刊 in瑠-_,地歩 rT･rtll･土Ar}て

iBIはを段幕でろ田子とは1=ちな､･と考え･-･.

(61 4書の完且世と相互殉■

EZ3Fカ;沃記,こよって淫W を見にすらことは絹刀
(,M であり,也■の仕掛 に掛 ･て帆 qt.'>

つくのもこれが-Jm であるが,こJL等のiZf故もLH繋

I:一客菜嘩するものとして行われてmろ.たつ こEn唱

8又娼9;に比べ.-tZにB馳 ;人きいと三与牙晋

したようにAiろ現象も.廿池の考えJJJ=･は一寸泣明

かつきにくいが.こJtは手脊yv-のIEttにて塀ろように

BJtV茄を浅井で冷したJA合l三内Jfより火きいか断

をj)-Tr+光二L).な'IJ!.こ於いてはF,fE.三完理性が人き

く,ltlM 努は完他 ;小さい!=めlニ鵬 してq:ろと

考えられろ.t'タI-Rtの如きJ.,記哩(確か :LIP.いか犬

いかにより¥易に雛 出来ろノLI=相合は花塚こら泣

かに人きい貝健覧Z'f?r;してhtろ｡当_L:･1.二放ける退ム
:カ年にjtろ布は方のT,;は柵 (砂上)の1妄果のた性
を拾ってJLても完恕 Lのf三大VtとAと小出とのZ!Jl･見ろ

と苅l=.Jこす如くjLきくはらつい'=hLろ*'L,それがmAJ

ZE･にJ姐叫する五･悪戯 にii:四十1JL,又肘 の即 L●nt

仙 こよろカ1土市基に縦 Li;i･さ工及汲芳王制 .B
ltA唖,敬.=比も 他姓7)抄の円さⅦ の々iモ現によ

り7,.胸 b'1ばらつくのはき◆か甘l二鰍 ~ろ屯でも

ち.かようlこLi塩蛙JWj.こても現甘地 ;大きくはら

つくたJb.又朝 方=3絶瑚 l二払 ･て▲三五に託送Ei

のなLIR僻 と慧可31とT.掛 ニ全く荘ま7.-もDとT.'

って,f:扶立った位史を山ナことは不吋荘!_･ことと考

えL)LL,I}●

茨 7
並

&

_0

25日
は

J 撞球恵と萄dF_

Al巧を色堤するにも:旦力が不光分Z)J*合には年JJ.二

位ろ臥 氏名と虐更には.̂きた･組 力を礎 とIrろ｡

この人きf=aCtlJは_何を五二賠ナちかに暮ト･て夫のtITL

策書をfflた,6)ちE3.二束す如く刃15した方t2ピタ

事ン爪 佃 野 式)を lのJM7-の如く V. .,,

芸芸≡㌫ 言?T;;:bL','(諾 誌 三.芝 Eb 且

切令の棚 の成むを紬 した,職 は完IH
IELIJyTlはか ･噂を生L'.不完煤の斗合はJP.･和Jf



lL.l ェ t It t 兵 .i Jtり盲 ■ _II
止▲ILるので件名に苛立的采も.

7iゴ l〃恥

Q- 苫 ビ‥ -ZP 'i芸芸琵

.;;
I

;

l<

I
l
P

l
▲

〃
Q

■
■

紺
切

ホ

i5
才
･q
to

ー14J-_A

I - 一 二7LPl替

L.-.. ニtPI甘

I-).D4h･

件 95 -I-ZRD芸王君芸
顎 パ イl I.
掠 り P,= 事一

切 叫 IJ ･1
7n I l 'J

天浪輸7!を見るとeiR.tEの如きSXJS玉はピタI

i血を才色1こ&.拝して耕けて屯Vした書缶には蓉jB.こ

叫 LtI宋fJいか,一視▲ミTL成りよく<タIン丘をせ心

してCtろ こLLAi3RE空と胡 lこて実必LT=いため

に蛸 してLLqちLのと盟う.ill.qb欄 :収 にて一一･れ

に大きい出処虎を.ki-ことと恥適して班か .収旬Leも

ら｡尉Rjaしたt:クー一向が1_空目6-珊 冊 こて輸ん

と脈 に心tI芸LL.3相 称 こても･11岐I)叫 されろ

ことは拙 Ⅶ 力の大きと手芸であることを5:して

htろモー田五･らjLれだ7言出 空から-'<戯 正を会すろ

ことLi下光分7)埠合ももろことIl,示すものでもろ.

(8 r'- トリヮシiI蓮IhJ'まに対するjt#

r- ト▼ I･雌 L{J一三一位に縦 冊こ抽入す
･LW噂ヰ7)jtr.に岱管をTilfiナて行ってA･1,-J印であ

II+
ち.UJSにはこJ)舷 は謙いが)火桝 故地には楼

蝿は8451こて屯媒し,称嘆塊の光矧 二は71才を榊Lナろ

と記やされて掛 る｡しかるにいさ(71の光政にて塀ろ

ulJlも火きいな荘力を持って軒ろ71.はJW であり,

又表◆○沖合でIiX零選考を良性するl二は_ifJ,丘や,

t'や,触 一も磁 力には籍と且兄姉 盲lLt･.集って
廿ヨlこ脳 i･於 ナる年会.ミこち方iiにてFI一粒 え

T=いう:,JX遭1望官を長くして促遜3)血道也を粧 す
･-_ヰ告には_I:分母な新 をk 1-もこと三二考えらJLろ.

tBち艇 に拙 こもるとrtli-して駁 する■含.堤

逝 ･rliZか ..冷血する特会 1̀_何己と1=らT=t･3.～任T

r7-稚合'こは.lXのhT_1=合頚と粘潔さS･生すろこととた

ち.申ち乱 川 t於いて lr/難 三点.こて敬 さItた

蛙遠が未払 こ任下して､三､='PAE

しても･三､の苑だ点に於いてg -,〟IIJ
脱 TJ先珊 二郎してもろ留守･こ い
i077L<Btlされて lFJ粧

点にぬけ7_机とHL'Ju irを′J'.1博で寸/ち.a:つてこ

の'Ei2.にてはtu の雌 を′H~JT･?廿lま心して 小ヽ

1=いことに'}ろ.

(9) JA並の姐 tt

胞 √五三出 こ̀ついてl-.陛 ･望方のもろと.i;rJ

ti'こ附 蛤 fるものと織 り姓にit夫鉄fするsJl

とま;J'JちとJ!えらLLてEろ.この花鳥●ニBh.てW シ

行tガIUjlllの如き蛸 を71-=Lて削る GlこOt I

にはJgLyElJ･m '=は℡℡を称 ナないてそのまま井ヽ

した. 次に長い鮒 巾に実を4めるqI台,EIAJ;JRで

あらため允可Jtr上3-Z=粥さすることは宙甘 Cあるか,

磯 は馴ぐCもろためItZtをJキーに熊13することlill､

･tM相であり,この比爪の不均一によ1.畑地のばらつ

きもぢ班l二人LLなけLLIfならTLいが娼tにFetしてほul

宋ろナこけ此滋7)と】-化につとめた.
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12 2.9(氾 3.400 2,飢X)

以_Iの封iJ)さ上J)見ればFill夫掛二就いては畑地の門下は

見られないhlである｡切】ち棚 .･■故 び i#.及び3米

の掩護 L=放ける膿迎也を見ろに放てば曲のほらつきの

宅関内にある｡齢 こ於いてはiil常のLt!.遡L,示す牧介が

多(,時には捉過の加適性を納 合ももろ｡実府の

晃的孔内にては苅浦に行く毘抵抗は大とIJ.ALJ,従って
は件 も黙って宋て漣過の妊化も?;えられろが,皿 借 の

r- トリ1シ班にては尊.W守ll;に於けち外t.;倣状は一

陣であるから.経過の加越性は常に椛 +ちものでは

ないと考iちれろ｡我 が々常に鍬する払trあろが.

主重罪の仕掛 に於いて臣の刑G:以lが広くtごりつくD

ほざGの缶初見が多いため.Ⅳ化状簸 [=.iI)は持状

鞍を異にしたJ).又を化の多1染野に屯肝 rろためと考

えら11_ち.歩考までに昭和26年腔 に於けちiuT_均の

m'l喋に就い てlj=桝釈敬の他 出は'jjl2の姐 I)'CあろO

(10) メタン着火に対する NLLN,

及び C:Cl.の劾具

券三坑蝶野1二はノク7m火uill･.F.として :(JtCIz5'･広く

Jr!いち11,てE-ろが,これは桝 三波榔 焔甥と云 i石持

で呼ばれてその脚 殆7柿 を利mLて仏力を代下さ

せjrl火をE)Jぐと云う考え方JC･あった｡しかるに近利 之

丁ルカ')及びノ･.7yンが}グンfTt火FJJ止に触 l亡的作Fll
-e持つと虫 う確え方がJll入れられて来た｡iS桂岡工均

に昨年秋 J-Sン他 言完成したので,これ等の考えに

訊き策故を行って肝 る｡先つT ･̂カー血艶はf狂姑蝶

に齢 して尉ろ場合はその鵬 的汀協 班与沙て小さいと

云う投に取 ･,聯 添合を持たない .TizI.Na(rl･1休)と

先私のKI)lこ綿Fイに407.'まで加へて見たカニ完全に

1]1火してAl.tろ｡父一分了中にノ･Pyン7'L多血に合tL

C∋Cld rEbl性)を玉堤のRJ)に白妙 ニ30Ti加えて且た

が完朱に夢L火して庶る手引摂きその他の有効と思わIL

ろ杓穴[=つき誰放 して屈ろがL,榔 佑助勿主と云 ～考

え71は必ずしも大巾に百態すべきものでは無い様にAl

bILも.

空: l即
(lJ (り 火)もZY-公立 (弼lO9)157rt

(L･) エ茨城惑 (lZH串7jleL)77rr

r2) 火iK脆会ZE(Z岬 り̀り 2tLff

(3) (i) l#体gJ免在宅 (宵や好夫JlJ9Yf

(.･) 花出火軍学 (TgLJ'-1･泣)17Ft

(4) 火的法 (日を･lJ,.i)LIlr(
(5) (イ) 火協.LE(Zを･3サ)230TI

(p) ･ (LTJ刊号)63r【

占) 火払tE(2を･3号)230rr

7) ■ (2時 lZJu 377T

8) ｡ (25や9ノ日 日lrf
9) ′ (11払 117)JITr

tfり 火ち災tl法 (山本議連)STTl

RemarksonSomeEXperlErlentSOfCommercialEL-Plosl＼,eS

L)yT OhLITaandK S.lk.TlmOtO

Expmment.llresultso=lCOmnleTL:LnlexploSlヽC9hhttCTtOpllbl151tedtTere reCZ(LlmLlledFLnd

ttcgotLllefollo≠logresults

1 TLleLnlLLEItLllgpo≠erOhhtH ILILOZl.110rllTLSuulceqLi･C101日ltCdcLOZl;ttlOr]gpOhCt○(

thecnrLrJdgc 2 OTdlrlnryllctorlntoTSLIDnot(lcLOZlnteeOltlPIctel)tnt1182E'C.bu=1ctoI

zはtorB,t･Lth2.zlnC{dlPidocomplelL) 3 Ge)nM Dd〉mm ltCSdoTIOtdetonlltLICO叩 lc-

tel_vllHheoper)･ 4 TofLndtlleT如 tZ0-10ZHhH 〉mp.lLhetlt=detomt,oz'beh､cerLdlq亡r-

enteoTrLmCrClillexplosl､-tS lB爪 Lヽ.r)dZnlt:ukprOblem 5 Ⅰ=sTLlthcrdi圧1⊂tllltOdetona-

tepエ亡rJCELCldl川hcommerelAlLIXplosJVCS 6 ＼＼cWerE･加=lblE･t(IdleteCLth亡2wTle90f

detotlation lTISytnPaLhetlCdcto的tlOn 7ThetrdnSIl!onoltheL]etozlZltLOn ･ヽClo亡IL)･[n

commercLnlexplosL､'tSWere.)0日 O Clt.rLH tSLIxpぐe一ed (,b hLKaselKli)
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